
 

 

 

部活動がなくなるわけではありませんが、休日の部活動の運営体制が 

原則として「学校」から「地域」へ移行されます。 
長岡市教育委員会 

 

全国的に令和５年度から段階的に、中学校の休日の部活動の在り方が変わります。 

平日の部活動は「学校部活動」という名称で、原則これまで同様の活動となりますが、

休日は「地域部活動」という名称で、教師が部活動に携わる必要がない形へと移行して

いきます。国・県・長岡市のそれぞれが検討委員会等を立ち上げ、詳細部分を含めた検

討を行っています。スポーツ庁での検討会議では令和４年５月に提言をまとめる計画

となっています。その内容を確認しながら、長岡市でもアンケート調査を実施し、具体

的に長岡市方式の提案に向けて、さらに関係者との協議を進めていきます。 

 

 

 ❖学校が行うもの ❖教員は部活動をするもの ❖指導者への謝金は必要ないもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省、スポーツ庁、文化庁の主な通知の内容 

・国会審議において「部活動を学校単位から地域単位の取組とする」旨が指摘され 

ている。 

・休日に教師が部活動の指導に携わる必要がない環境をつくる。 

・部活動の指導を希望する教師は、引続き休日に部活動を行うことができるように 

する。 

・生徒の活動機会を確保するため、休日における地域のスポーツ・文化活動を実施 

 できる環境を整備する。 

 

大会参加について 

（公財）日本中学校体育連盟が、全国中学校体育大会への参加の特例として、地域 

クラブ等の参加を承認することを決定いたしました。今後、参加条件等について、 

都道府県中学校体育連盟と協議を重ね、６月の理事会を経た後に正式な通知が出さ 

れます。 

 

 

 
（裏面もご覧ください）  

令和４年度、５年度の検討委員会で協議した結果を再度お伝えします。 

この件に関するお問合せは、在籍の小中学校を通じてお願いします。 

学校部活動 地域部活動 

（教員のかかわり） 

（地域のかかわり） 

部活動の概念を変える時期 



 
 

Q.学校の顧問の先生は参加しないの？ 
 ・休日の指導に先生が携わらないようにするための地域部活動です。参加を促すよう 

  なことはできません。希望する先生は参加し、指導することはできます。しかし、 

  参加しない先生を非難することは、絶対にしないでください。 

 

Q.活動場所はどこ？ 
 ・中学校や市の施設などを中心に活動します。 

 

Q.地域部活動の活動時間は？（クラブとしての活動は除く） 
 ・長岡市中学校部活動基本方針に沿った時間です。（休日は３時間程度） 

   

Q.お金はかかるの？ 
 ・スポーツ保険や指導者謝金、その他運営に必要な経費は、参加者が負担します。 

 ・会場費の有無や参加人数等の違いから、それぞれの地域部活動によって違います。 

 

Q.怪我した時は、学校の保険が適用になるの？ 
 ・適用になりません。スポーツ保険に別途加入します。（経費は参加者負担） 

 

Q.休日の大会は出れるの？誰が引率するの？ 
 ・原則出場可能です。引率は地域部活動指導者で OK になるように協議されています。 

体制が整うまでの間は学校の顧問が引率する形になります。 

 

Q.将来の進路設計を部活動の種目で考えてます。もっと上を目指した活動を 

希望する場合はどうしたらいいの？ 
 ・競技団体で、競技力向上を目指した教室やクラブを運営している種目が多数あり 

  ます。そちらに所属して活動するようにしてください。 

  全ての種目があるわけではありません。（詳細は長岡市スポーツ協会にお問い合わ 

せください） 

 

Q.健康のために楽しみながら活動したい場合は？ 
 ・種目を問わず活動できる環境づくりを含めて検討委員会で話し合っています。 

様々な要望に応える方策を検討中です。 

 
長岡市のモデル事業（中学生スポーツ活動推進モデル事業） 

 

希望する中学生が参加できる教室を、昨年に引き続き開催します。詳細は学校を通じて

全中学生に配布の案内をご覧いただき、希望する方は個々にお申し込みください。 

（参加費自己負担・スポーツ保険加入）  
 

〔令和４年度の開催種目〕 

【継続】・バスケットボール ・サッカー ・軟式野球 ・柔道 

【新規】・陸上競技 ・バレーボール ・ソフトテニス ・バドミントン ・アルペンスキー 

Q ＆ A 


